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コ ウ ラ イ エ ビ Penaeus Orientalis

 KISHINOUYE の研究-VI

変態お よび成長 にお よぼす影響 と摂餌傾向について

岡 正 雄

Studies on Penaeus orientalis K ISHINOUYE-VI 

  Some Influences on Metamorphosis, 

   Growth and Feeding Inclination

Masao OKA

  The larvae in the zoea stage have a strictly limited feeding inclina-

tion, and among diatoms, Skeletonema costatum is the most efficient as 
their food. Temperature has a strong influence on ecdysis and metamor-

phosis and a temperature of 24°C is suitable. The larvae in the mysis 
stage prey upon moving animals, whose body size and movement rapidity 
have influence on their feeding. The post larvae, immediately after the 
metamorphosis, prey on only floating moving organisms, but after the 
middle of this atage, they feed on benthonic living organisms or the flesh 

of shellfishes. In the young prawns after the completion of metamorpho-
sis from the post-larvae, sex determination is not recognized until about 
two weeks after. The influence of temperature on their growth is great; 
the most suitable temperature is 24° C, and higher temperature causes a 
rapid decrease of the growth. The decrease of pH has no direct influence 
on the growth, but hastens the ecdysis. As for the preference of the a-
dults for food, the clam alone shows a positive tendency, and migrating 
fishes, benthonic fishes and shellfishes all negative tendencies. The daily 
volume of food intake is not constant, and they feed on nothing on the 
ecdysis days. But, before ecdysis, they have a peculiar character of feed-
ing only on the internal organs of clams. Even on ordinary days, the 

prawns hardly take the mantles and syphons of clams, but there is ob-
served no difference between intake of their feet and of internal organs. 
The intake by night is much larger than that by day. Moreover, the 
amount of the food intaken is increased proportionally with that of the 
food available but in that case, coefficient of utilization shows a rapid 
decrease. The maximum intake is 8.7% of their body weight, and the 
coefficient of utilization in that case is only 60-70%.

この研究 は農林水産特別試 験研究費に よった ものである.
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　艀化発生した幼生は卵発生の場合よりはるかに環境の影響を受け易く，変態速度がはや

くなったり遅くなったりする．しかも幼生が摂酷し始めるようになると死亡率も増加し餌

料による影響が顕著になってくる．これは成体についても同様であり成長に関する重要な

条件として充分検討されなければならない．また養殖面からみても排卵促進，抑制につぐ

重要な研究課題といえよう．

材　料　と　方　法

　僅幽した幼生は採卵用の水槽（0，7m×1，5m×0．65m，コyクリr一’ト製）で産卵した卵

をあつめ艀化させたものである．産卵は通常最盛期において0時過ぎの数時間に開始され

る．産卵された卵は比重が海水よりわずかに重いため次第に沈降し，明方までには大半が

沈澱する．卵発生を観察するために産卵後はやめに卵を集め発生法水槽（0．43m×0．60m

xO．30m）に移した．1尾の産卵は最盛期で10～20万粒と推定され数尾が同時に産卵する

と水槽表面は卵で白濁する程である．発生槽には海水（pH　8．3，比重1．024）を満たし卵

を入れ通気しつつ撹拝した．卵発生は常温（18．7。～19．0℃）で行ったが夢艀化までには約

1日半を要した．このようにして得た幼生について，温度，餌料による影響を観察した

が，また変態終了後成体になっても同様な観察をつづけ成長との関係を考察してみた．さ

らに，成体エビの摘餌については漁獲個体も使用し飼育槽（1．7m×2．5m×0．75m塩化ビ

ニrル製循環水槽）で飼育しつつ観察した．

　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　1．幼生の変態におよぼす影響

　llff化直後のnaupliusは摂心しないので幽幽による影響はない．しかし，第6nauplius

では卵黄が完全に吸収されているため特に環境の影響を受け易いようである．　この期の

naupliusでは消化管の完成が見られ口には口唇が認められる。しかし，唇は不完全：であ

るので摂面するかどうか不明である．事実消化管内に字画物がつまっているのをみること

はできない．したがってzoea期に変態する際に死亡がみられるのはこの期における無栄

養の結果であろう．しかしながら，これがzoeaに変態した直後における摂餌活動の原因

になっていることは容易に想像することができる．

　　（1）Zoea期の餌料と温度の影響

　zoea期の餌料はクルマエビ1’2），　Penaeus　1’　aPonicus　BATE，でもそうであるように

珪藻による飼育が効果的である．クルマエビではSkeletonema　costalamを主餌料9）と

しているが生海水で培養する2）ことが多いため数種の珪藻が混合発生してくる場合もあ

る．しかしこれ等は同時に与えてもさしっかえないといわれている2）．これに対してコウ

ラィエビは大きさがクルマエビより小さいため他の珪藻類ことにChaetoceros　SP．が多

く発生するとその刺毛3）が邪魔になり摂餌されなくなって死亡する場合が多い．したがっ

てコウラ・fエビのzoea期の餌料としては10μ内外の小形珪藻が適当なようである．

　Table　1は同一産卵群盗同時にzoeaえ変態した直後の個体群を3群にわけそれぞれ

にケガキ，Crassostrea　echinata　の卵およびその　larva，　Skeletonema　costatum，

Chaetoceros　sp．を充分与え次期への脱皮および変態をしらべたものである．また，　i集団
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Table　1．　Larval　development　by　the　kind　of　food．

X？illl！Laiter　spawning

　　　　　　一’一”一t－t一一一x
　　　　　　　　一’一一一一一一一X一

Oyster　eggs　and
their　larvae

Skeletonema　costatum
cultured

Chaetoceros　sp．

6　　　　ワ　　　　8　　　　9　　　　ユO　　　ll　　　12　　　　15　　　　14　　　　15　　　　16

Zoea　1 Zoea　］ Zoea皿

Zoea　1 Zoea皿 Zoea皿

Mysis　1
　　　一

Mysis　1

Zoea　1 Zoea　1 Zoea皿
．

一

における脱皮，および変態の目安についてはそれぞれの群がら10尾宛任意に採集しそのう

ち5尾が次期へ脱皮または変態した時をその群の脱皮または変態時と規定した，この結

果，zoea期ではケガキの卵および1arvaを餌として与えた場合Skeletonemaを与えた

場合と同じような成長状態を示しているがmysis期への変態は遅れてくる．また，

Chaetocerosを餌として与えた場合にはaS　2　zoea期への脱皮は遅れるがそれから第3

zoea期へ脱皮するまでの期間はSkeletonemaの場合と変らなかった．しかし，その後

これがmysisへ変態したものはみられずほとんど死亡してしまった．このことから

Chaetocerosはこの期の餌料として不適当であることが理解されよう．また，　Skeleto－

nemaを餌とした場合，餌の特性によるかコウラ・でエビのzoeaの特性によるかはわから

ないが，排泄される糞がクルマエビの場合と違ってつながるようなことがなくzoeaがこ

れにからまって死亡するようなこともない．したがって，この期の死亡がクルマエビの場

合と比べて少いのもこれが一因であるといえよう．さらにこの期の幼生は水温の影響も受

けやすい．Table　2は直径30cm，深さ18cmの2箇のガラス水槽に2，000個体つつ第1zoea

期の幼生を入れ各々培養Skeletonemaを餌料として与え，水温を24。～25。　Cに調節した

場合と常温の場合とについてそれぞれの群における脱皮，変態および死亡数を比較したも

のである．死亡数の計測は容器底に沈澱している死亡個体についてのみ集計したが，死亡

にともなって原生動物により分解された個体については観測の都合上除外している．結果

は水温240～25。Cの場合第1　zoea期である期間が常温19。～21。Cの場合より約半日程短

かかった、また，第2zoea期は前者の場合が約2日間で後者の約1／3の期間であった．

さらに第5zoea期になると前者が約A日間であるのに比べて後者は3日間と長びいてい

る．一方，脱皮，変態の不ぞろいについては後者の場合がひどく，このため同一期の期間

が長びいているようにみえる．さらに，死亡数についてみるとnaUpliusからzoeaへの

変態直後およびzoeaの各期における脱皮の直前，直後の死亡が目立っていて，飼育温度

が前者より低いと脱皮，変態の不ぞろいと同時に死亡数の増加も著しくなってくる．

　　（2）Mysis期の餌料

　幼生がmysis期に入ると動物性プラソクトγを西町するようになるが，依然として

浮遊珪藻を摂易し次期への変態も順調である．この点についてはクルマエビも同様2）であ

るが成長はあまりよくない．動物性餌料についての研究はクルマエビについて詳細に知

られ2）ており，コウラィエビの場合も同様な傾向を示すだろうということは想像できる．

したがって，その例にならって，　フジツボ．．Balanas　amPrzi　itriteの幼生，　カリフォ
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Table　2．　Larval　development　and　mortality　in　different　temperatures．
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Water　temperatre

Controlled　temp．　240－250C

Stages

ユst　Zoea

2糞dZoea

5rd　Zoea

100／o，　Mysis

25e／o，　Mysis

600／o，　Mysis

80e／o，　Mysis

900／o，　Mysis

10QO／o，　Mysis

IQOO／o，　Post　larva
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7
0
一
工

1

1
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4
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8
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－
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0
7
8
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Natural　temp．　190－210C

Stages

lst　Zoea

2nd　Zoea

100／o，　5rd　Zoea

500／o，　5rd　Zoea

600／o，　5rd　Zoea

990／o，　5rd　Zoea

10／o，　Mysis

20Q／o，　Mysis

Mortality

21

14

4

4

8
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47
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4ワ

ルニア産プライγシュリyプ，Artemia　salinaの幼生，半鹸水培養ワムシBra，chionus

Pli’catilisを餌料として与え，次期への変態量，その期の期間，および日々の死亡数に

ついて比較検討した．結果はTable　3に示すとおりである．　この実験に用いた個体は

5月11日に艀出した個体群で，それがmysis期へと変態した直後・50尾つつをとり

3，000ccのu“　r一力r一’に入れ通気しつつ飼育したものである．また水温は常温で19Q～21QC

であった．この表でmysis期である期間をその成長速度と規定し比較した結果フジツボ

幼生を餌とした場合は成長速度が最もおそく次期への変態もみられなかった．

　これに対してブラ・fγシ．＝　Vニyプの幼生やワムシを餌として与えたものは次期への変態

はいつれも順調であった．しかしmysisである期間が後者の場合1目だけ短く，成長速

度はワムシの場合がはやいということができる．一方，三者について死亡数を比較してみ
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Table　5．　Development　and　mortality　in　mysis　stage　by　the　kind　of　food．

D訳d

May

June

2ワ

28

29

50

51

1

Larva　of　balanus
amphitrite

Stages　I　Mortality

lst　Mysis

5rd　Mysis

did　not　deve一
lope　to　lst

post　larva

4

1

9

5

4

Larva　of　Artemia　salina
　　（Brine　shrimp）

Stages

lst　Mysis

srd　Mysis

10／o，lst　Post

larva

Mortality

12

10

8

6

ワ

2

Brachionus　plicatilis

Stages

lst　Mysis

srd　Mysis

10／o，　lst　Post

larva

Mortality

1

1

2

1

o

るとブラ4γシュリγプの幼生を餌とした象含の死亡が最も多く次期への変態が始まるま

でに85％が死亡していた．これに対してフムシの場合は10％程度であった．また，フジツ

ボ幼生を餌料とした場合は次期への変態をみず死亡しているが，それまでの死亡率はプラ

イγシュリγプ幼生を餌料とした場合より少いようである．これ等のことからブラ／r；ノシ

ュリγプ幼生は餌料上の栄養価値がワムシの場合と大差ないようであるが，その捕喰上

の困難さからこのような結果となってあらわれたと判断することができる．しかし，餌の

大きさの点については大きすぎるとはおもえない（コウラ・でエビの研究一V，Plate　fl，

4）ので，おそらくはその運動性が活発なためであろうと推定することができる．

　mysisがpost－larvaに変態するとその動物捕自性は一層顕著になってくるが，　post－

larvaが6，7期になると底棲性がはっきりとし，付着珪藻やアサリ肉片を摂るようにな

り死亡率は極度に減少してくる．

　2．稚エビの成長と成体の餌料

　post－larvaは約20回余りの脱皮を経てその形を完成し成体同様となるが，稚エビに変

態した直後は未だ性の分化がみられない．しかし，変態完了後2週間たっとその分化が認

められるようになる．これ以外体型は修正されないが相変らず脱皮は繰返えされその都度

成長してくる．

　　（1）脱皮と成長

　甲一類の成長は脱皮によるということは古くから指摘4）されている．また，脱皮間の

間隔は環境条件に大いに支配されてくる5）．したがって，脱皮と成長との関係を知るため

に目じるしを設けた飼育個体について観察を試みた．結果はTable　4に示すとおりであ

る．この個体は5月1日に産卵した卵が5月3日に購化したもので5月7日にzoea，5

月12日にmysis，5月17日にpost－larva，6月18日に稚エビへと変態したものである．

また，zoea期，　mysis期は水温を240～25。Cに調節し，それぞれ培養Skeletonema，

ワムシを与えて飼育した．post－larva期初期はプライyシュリγプとアサリ肉片を混合

して与え，申期以降はアサリ肉で飼育した．稚エビの観察用の水槽は室内に設けたガラス

水槽（0．5gm×0．2gm×0．35m）を用いたが，体長6cm以上になると塩化ビニe一一’ル製水

槽（2．Om×1．5m×0．25m）に移した．これ等の水槽の海水（比重1．024，　pH　8．3）は底

に敷いた砂で濾過循環し実験に供した．飼育実験申の餌料はアサリTaPes　joponicaの
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Table　4．　Water　temperature　and　pH　at　each　ecdysis　and　growth　rate　in

　　　　　　　　　intermolt　duration．

Date　of　ecdysis

Intermolt　length

pH　of　the　water
at　ecdysis

Water　temp．　at
ecdysis　（oC）

Growth　rate　be－
tween　ecdyses
　　　　　　　（o／o）

June
18　22 28

July
　2 8 12 18 25

Aug．
　1 8 16 24

4

8．1

5

8．0

4

8．1

6

8．0
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ワ．5

6

7．9

ワ

8．0

ワ

8．0

7

8．1

8
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8

ワ．9

24．8　　26．2　　25．5　　26．2　　26．！　　2ワ．2　　28．8　　2ワ．ワ　　29．5　　29●1　　2ワ．0

11．2．　ユ2．5　　！1．0　　＝L5．8 6．5 1．6 5．5 6．5 6．ワ 4．8 ユ．4
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Date　of　ecdysis

Intermolt　length
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Water　temp．　at
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　　　　　　　（e／o）
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II　Growth　curve　of　cultured　prawn
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10　20
Nov．

10　20
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Fig．　1 Intervals　between　ecdyses　and．　growth　curve　of　Korai　prawn．
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みを用いたがその間の成長および脱皮についてはFig．1に示すとおりである．また，図

中点線で示した曲線は従来，中国大陸北部において蓄養されるいた際の成長6）や漁獲物の

体長から求めた成長曲線7）によったものである　これを飼育実験個体と比較してみると後

者の成長は極端に悪いということができるが，クルマエビででも知られているように野外

飼育との差であるといえよう，しかし，このような差も稚エビへの変態が終ってから20日

位経って初めて顕著になってくるところがら，この時期は幼生および稚エビ期を通じて行

う集約的飼育から養殖へと切り変える時期を示唆しているものといえよう．

　一方，成長に対する環境の影響について温度との関係を求めてみるとFig．2にしめす

とおりで，2，3の例外的な場合を除けば成長を温度の醜数として表わすことができる．
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Fig．2　Growth　rate　and　water　temperature
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Fig．　2　Growth　rate　and　pH．

この場合成長率をそれぞれの脱皮間の成長率として求めたが，ζれは脱皮自身が環境の影

響を受け易い5）ことと，脱皮聞の成長はまたこの間の影響によって左右される割合が大き

いと想像されたからである．この温度と成長率との関係で平均変化曲線をみると水温25QC

付近で最大成長率を示している．したがって250Cを適温とすると適温までは温度変化に

対応して成長率が増加しているといえるが，適温を過ぎると大きな変動を伴いつつその成

長率が急速に減退していくのを認めることができる．このような現象は一般魚類の場合8）

についても同様であることが知られている．一方，海水のpH　と成長率についてみると
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Fig．3に示すとおりであるが，両者間には特に対応した変化があるようには見えなかった．

しかし，海水のpHが7．6～7．4と特に低いような場合には，脱皮がはやめに起るため多数
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個体が飼育されているような場合，脱皮が極端に不ぞろいになってくる．このようにpH

の低下は脱皮間の間隔に影響を与えているといえるが，脱皮間の間隔はまた成長にとも

なって次第に増してくる．また，稚エビへ変態してから最終脱皮まで18回の脱皮をする

が（Table　4），最終脱皮の時期からみて有効な授精時期は11月中旬以降であるといえる．

　　（2）成体の摂州

　幼生の場合と同様成体でも選択性が強い．しかし，この選択性は幼生の場合とは違って

嗜好性による場合が多い．この点についてはアサリTaPes　juponica，アジTrackurus

．iaPonicus，カレ’イLimanda　yokoharzae，イソスジエビPalaemon　PacifiCUS，タチウ

オ7’7励伽〆％∫lePturusの肉を用いてIvlevの方法9）でその選択率を求めた．結果は

Table　5にしめすとおりである．それぞれの選馬背（E）を信頼限界（危険率5％）を念

頭に入れたうえで比較してみると，選択性が（＋）を示すのはアサリのみであることがわ

　　　Table　5．　Index　of　food　preference．

Saurel

Plaice

Scabbard　fish

Clam

Shrimp

sp．

Trachurus　japonicus

Limanda　yokohamae

Trichiurus　lepturus

Tapes　japonica

Palaemon　pacificus

E

一〇．051

－O．129

－O．621

　0．599

－0ユ61

Confidence　intervals
　　　　（±）

0ユ3ワ

O．119

0．084

0．169

0．098

かる．また，アジ肉に対レて選択性は（±）を示しているが，存在すれば摂るという程度のも

ので，自から好んで摂るという傾向もなければさけるという傾向もみられない．しかし利用

的な面からみれば，アジ肉は餌：の増量剤として充分役立っということができる．その他はい

ずれも（一）の傾向を示しているがタチウオにいたっては極端に嫌悪しているといえる．ま

た，．これについでZジエビが（一）の傾向を示している点を考えると成体では好んで友喰い

をするよ．うなことはないといえそうであるが，雌雄を混養した場合授精後の雄が雌によ・っ

て友喰いされることがある。この場合その肝臓部分のみが喰われるがこれが友喰いの原因
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といえそうである．摂餌変遷については長期間の観察を必要とするので成長の変化があま

り激しくない・しかも脱皮を含む10，11，12月を選んだ・また，実験に使用しk個体1さ759

のエビで，これに対して毎日10箇宛冷凍アサリの剥身を与え日々の摂土量を求めた．結果

はF　ig．　4に示すとおりで，日間摂餌量はリズミカルな変動の繰り返しのようにみられ全
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Fig．　4　Relation　between　feeding　and　ration．

く摂訂しない日もある．もっとも集団飼育の場合にはこの摂餌リズムが互いに干渉しあっ

たり，競争的に摂餌したりしてそのリズムが変り不安定なものになってくるが，やはり摂餌

変動はみられる（Table　6）．この変動原因については脱皮間の生理的変化に由来する1））

ことが考えられているが，飼育法の特性によるのかも知れない．しかし，脱皮目に摂餌し

ないことはたしかなようである1また，門門時刻について1日間を8時～15時，15時～翌

朝8時に分け前者を昼間，後者を夜間とし昼夜における摂餌量のちがいをみるとTable　6

に示すとおりで，夜間の摂餌がはるかに多く旧聞の4．5倍もあることがわかる．また，　こ

の実験は次の実験を兼ねて行なわれたものであって，体重77～909の個体9尾に対して主

Table　6．　Difference　in　intake　of　muscle　and　viscera　of　clams　by　day　and　night．

Date

Night

Day

Muscle

Viscera

Total

Muscle

Viscera

Total

Number　of　daily
feeding

Mar．　Apr．

　50　51　125456789　10　l1
6　　 4．5　 9．5　　5　　　ワ　　 10　　5．6　　8　　　6　　］．5．5　14．5　 14　　15

7　7．5　6．5　9．5　10　10　IO　15．5　14　9．5　14．4　14　15

15　12　16　12．5　17　20　15．6　21．5　20　25　28．9　28　50

2．5　O　2　4．5　L4　5　 ’O．2　5　O　O　5　5　5．2

1　O　o　1．5　5．1　2．1　0．9　5．5　2．5　O　5　5　2．4

5．5　O　2　6　4．5　5．1　！．1　8．5　2．5　O　8　IO　5．6

16．5　12．0　18．0　18．5　21．5　25．1　16．7　50．0　22．5　25．0　56．9　58．o　55．6

116．6

140．ワ

25ワ．3

29．8

25．0

54．8
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として内臓部分を含む部分，1．0～1．29を15箇とこれとほぼ同じ重量範囲で外套膜と水管

を除く筋肉部分のみを15組与えてそれぞれを摂幽する正味の個数および指数を昼夜の別に

分けて計量している．摂餌の内容をみると内臓部のみを選択的に摂る時期が脱皮の前後に

みられる（Fig．4）が，ふだんでもアサリの内臓および斧足部分を喪心することが多く外

套膜および水管部分は残している場合が多い．また，内臓と斧足部分に対する摂餌の違い

についてはTable　6に示すとおりであり，実験期間，5月50目～4月11日における結果

からは内臓部分の摂餌が多く筋肉部分の摂餌はその87％であると推定される．

　しかし選択率9）としてこれを求めてみると内臓部分の選択率は＋0．05，筋肉部分に対す

る選択率は一一〇．04で，それぞれ信頼限界を考慮に入れればおそらく両者とも0であろうe．

したがって，この期聞における摂餌では両者を区別していないといえ内臓の選択摂餌はお

そらく脱皮前後および特殊な時期における性質であろう．また，濃密な集団を作って回遊

するこれ等の個体の餌料は当然生きているものが対象となる機会が多いと思われるので，

摂i餌に対する選択性は当然生きているものか薪鮮な餌料をより選ぶのではないかと考えら

れる。したがって新鮮さに対する摂餌の違いを検討した．実験に使用した個体の大きさと

数は前実験と同様であるが，実験期間は3月9日～3月20日である．与えた餌料は生きて

いるアサリと，冷凍し約10目間保存したアサリでそれぞれ10箇つつを剥き身にしたもので

ある．選択率9）はTable　7に示すとおりでその符号を両者について比べた場合，貯臓餌

料に対する選択率の符号が（十）である場合がはるかに多いので，これをより好んで9）摂

Table　7．　Difference　in　indexes　of　food　preference　between　fresh　and　stocked　clams．

Date

白
配
り

調
の
㊤
」
角

　
　
日
空
⇔

で
㊤
謂
Q
O
あ

number　of
clams　taken
index　of
preference

number　of
clams　taken
index　of
preference

Mar．

　9　10　11　12　15　14　15　16 17　18　！9　20

1 1ユ．511．20．ワ0．20．4442 5

一〇．45　－0．55　0　　＋0．08　0　　　－O．26　－0．69　－0．ワ4－0．05　0　－O．22＋0．05

！．2　　　　5　　1．5　　0．ワ　　1．2　　1．ワ　　　　2 5　4．5　4　5．5　4

＋0．04＋0．20　0　　－0．09　0　　＋0．17＋0．29＋0．50＋0．05　0　　0．25－0．06

Tota1

22．0

54．1

寄しているということができる．また，最大摂餌量について知ることは興味のあること

である．摂餌が環境に支配され易いことは当然であるが，しかし給餌量の多寡が摂餌量に

影響を与える9）ことも良く知られているので，最大摂餌量を知るためには給餌量と摂感量

との関係を知らなければならない．このため，体長17cmから21cmの雌30尾について海水

（pH8．0～8．3，比重1．0248～1．0250）を循環濾過して飼育し，毎日給餌量を変えて摂卸

量を調べた．実験に使用した容器は塩化ビニール製の水槽で1．7m×2．5m×0．75mの太さ

である．底面には砂を敷き濾過用を兼ねた．また，水温が温和で比較的変動が少ない時期

として4月を選んだ，その際最高水温はt6’～180C，最低水温は14。～16。Cの範囲であっ

た．飼料はアサリ剥身を用いている．その結果はFig．5に示すとおりで給餌量の増加に

対する副書量の変化を図面曲線として表わし，給餌量に対する利用率を摂餌利用率曲線

として表わした．この表から30尾のこれ等の実験エビが摂心し得る最大個数はアサリの剥

身で50画面あると推定でき，1尾当りに換算して1目正味1．7箇摂i香し得るということが

できる．



長崎大学水産学部研究報告 第25号(1967) 99

また,こ れを体重に対する重量比 として摂餌 率を表わしてみると,最 大摂餌率は87%

といえる しか しこの場合利用率は悪 く70%程 度 しか利用 していない

餌料 と直接関係かあるかとうかは分らないか,こ のエヒも時々砂にもくる 成体てはク

ルマエビほと甚た しくはなく体の下半分をもくらせ る程度てある　 しかし,post　 larva

から稚エビへ変態を完了した後暫 くの間,泥 土にもくり頭胸部の上半分のみを外に出して

いる場合が多い　一般 にこの成体エビか潜砂 しているときは無摂餌の場合か多いが環境水

の異常があった場合,こ とにpHか 低下 したような場合 に多いようてある　 しかし,通 常

の場合ても数尾は体の半分位を砂泥中に埋めているのを認めることかてきる　また,長 い

間 もくっているような個体はその心搏か平常(1分 間平均79)の 半分以下(30～45)で あ

る場合が多 く,あ たかも麻酔にかか っているかのことき状態を示 している

コウライエビの研究一Ⅲから一VIま て進めるにあたって御援助を頂いた農林省農林水産

技術会議,大 俘仰業,長 崎大学水産学部の方々に深 く感謝致 します

要 約

餌料の適不適,摂 餌の多寡は幼生,成 体を問わすその成長を左右するのて,餌 料の種類

と摂餌およひ成長,摂 餌におよほす環境の影響等について観察した

幼生申zoea期 に属するものは餌料の制限か厳格て珪藻類中てもskeletonema　 costa

tumか 有効なようてある　 また,脱 皮,変 態に対する温度の影響も強 く24°C前 後か適

温のようてある

mysls期 になると動 く動物を捕食するか,太 さ,運 動の速さか摂餌に影響 し,次 期へ

の変態の速さ,お よひその間の死亡数から考えてワムシ等が適当な餌料てあると判断され

た

post　larvaに 変態 した初期のIarvaは また底棲性を示さないのて厚遊 性の運動する生

物等か適当 と思われる しか し,底 棲の1生質を示すようになるとアサ リの内臓,肉 等を好

んて摂るようになる

post　larvaに おける20数回の脱皮後稚エヒへ変態を完了するか また性の分化は 認め ら

れす,2週 間後にその分化か認められた

成長は実験用水槽飼育のものか天然のものよ り劣 ってい るか,そ の違いか現われ る時期

は変態完了後20目 目位からてある したか ってこの時期か野外養殖への移殖の時期 といえ

よう

成長に与える温度の影響をみると,脱 皮間の成長率は24°Cま て温度に対応 して伸ひて

いるが,適 温24°Cを 過 きると成長率は急激な変動をともな って急速に低下 している　 し

かし,pHに ついては成長率 との関係は求められなかったか,海水のpHの 低下か脱皮間の

聞隔を縮めているようてあるから多数飼育した場合には脱皮の不そろいか目立 って くる

成体の餌料に対する嗜好度は実験に用いた種類の範囲内てはアサ リのみが(+)の 傾向

を示 し,ア ジ肉は(±)て 小エヒ,カ レイ等に対 しては(-)を 示した したか って,有

効餌料はアサ リのみ といえるか,応 用面からはアジ肉か餌料の増量剤として有効てあると

いえよう.
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 日間摂餌量は日によって変動がみられ るが脱皮す る日は無摂餌である また,脱 皮前に

アサ リの肉臓のみを摂る時期がみられ る また,産 卵前の時期には雄の肝臓部分を友喰い

している状態がみられる 一方,普 段 の日でもアサ リの水管や外套膜は摂らない場合が多

い しかし,内 臓 と斧足の筋肉について選択性の違いを調べてみたがその違いは認められ

なか った また,1日 における摂餌の傾向をみると夜間の摂餌量が多 く昼間 の45倍 程も

あった

 また,新 鮮餌料 と保存餌料に対する摂餌の違いを比べたところ1 16の 割合で保存餌

料をよく摂 っていた

 したが って,保 存餌料について最大摂餌料を求めた ところ,78gの 個体を30尾 飼育した

場合1尾 が1日 にアサ リの剥身を正味17箇 摂 り得 るとい う結果が得られた しかし,こ

の場合利用率は悪 く60～70%で あるため摂餌量の15～17倍 のアサ リを与えねばならない

ことになる.利 用率は餌料の量が少なければ少ない程高いが,与 えられる餌料の量が多 く

なると急速に低下 してくる
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